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概要 

規範の厳格さは拡散的思考に及ぼす影響とそれを調
整する個⼈差要因を実験的に検討するために，シナリ
オ課題を⽤いて規範の厳格さ/寛容さを実験的に導⼊
した後，従来の代替⽤課題の限界点を踏まえた拡散連
合課題を⽤いてアイディアの⽣成と抑制の⼆過程を含
む拡散的思考を測定した．その結果，刺激探求の低い個
⼈においては，規範の厳格さが産出される単語ペアの
類似度を低下させること，すなわち拡散的思考を促進
させることが⽰された．  
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1. はじめに 

創造的思考はアイディアの⽣成と抑制の⼆過程のサ
イクルから構成されることが知られている[1]．その⼀
⽅で，抑制過程への⽂化的背景の影響については不明
な点が多い．これまでに，社会的規範が厳格な国や地域
の⼈々ほど，⽇⽤品の創造的な⽤途をできるだけ数多
く回答する代替⽤途課題[2]において，より創造的⽤途
を回答しないことが報告されている[3]．しかしながら，
代替⽤途課題では，回答数⾃体が多いほど，創造的⽤途
の回答数も多くなる流暢性バイアスを伴い[4]，⾃⾝の
回答を評価して⼀般的な回答を抑制する過程にはほと
んど焦点を当てていないと考えられる．規範の厳格さ
が課題要求に沿ってより厳格な評価を促すことを考慮
すると[3]，規範の厳格さが⼀般的な回答を抑制するこ
とで拡散的創造性を促進する可能性が考えられる． 

また，創造的思考に及ぼす操作や介⼊の効果はしば
しば⾏動賦活系の個⼈差により調整される[5,6]．とり
わけ，刺激探求の⾼い個⼈ほど元より創造的アイディ
アの⽣成や⼀般的アイディアの抑制に⻑けていること
を考慮すると[6]，規範の厳格さの効果は刺激探求の低

い個⼈においてより顕著である可能性が考えられる． 
そこで，本研究では，規範の厳格さ/寛容さを導⼊す

るシナリオ課題と[7]，流暢性バイアスが無く，創造的
アイディアの⽣成と⼀般的アイディアの抑制の両過程
を評価することできる拡散連合課題[8]を⽤いて，規範
の厳格さが拡散的思考に及ぼす影響を検討した．加え
て，⾏動賦活系の刺激探求の個⼈差が，規範の厳格さの
効果を調整するかどうかも検討した． 

2. 方法 

参加者 京都⼤学の⼤学⽣・⼤学院⽣ 71名が参加し
た．分析不可能な回答をした参加者や外れ値を除外し，
操作チェックや注意チェックをクリアした，55 名
(Mean age = 21.49, SD = 3.59，男性 32名，⼥性 23名)
をデータ分析の対象とした． 
手続き 全ての⼿続きは実験室で実施された．参加
者は刺激探求等の⼼理特性に関する質問紙に回答した
後，ランダムに厳格/寛容な規範条件に割り当てられ，
それぞれ規範の厳格さ/寛容さを導⼊するシナリオ課
題に取り組んだ．その後，操作チェックの質問項⽬に回
答し，拡散連合課題に取り組んだ．最後に，注意チェッ
ク項⽬に回答した． 
材料 刺激探求は，“楽しいかもしれないから，とい

うだけの理由で何かをすることがよくある”等の4項⽬
に同意する程度(1‒全くあてはまらない，4‒⾮常にあて
はまる)にて測定された[9]．また，刺激探求だけでなく，
同じく⾏動賦活系の駆動と報酬反応性，⾏動抑制系に
ついても測定された． 

規範の厳格さ/寛容さを導⼊するシナリオ課題では，
「テッキ」という社会的規範が厳格/寛容な架空の社会
に関する⽂章を読み，そこで暮らすことを 2 分間想像
することが求められた[7]． 

また，操作チェックとして，「テッキ」の規範の厳格
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さが，“テッキには⼈々が遵守することになっている社
会的規範が多数ある”等の 6 項⽬に同意する程度(1‒強
くそう思わない，6‒強くそう思う)により測定された．
これらの項⽬は，社会的規範の厳格さを測定する尺度
を参考に作成された[10]．6項⽬の平均値が⾼いほど「テ
ッキ」の規範が厳格であると知覚したことを⽰す．操作
チェックとして，厳格条件において平均値が評定の中
央値(i.e., 3.5)よりも低かった参加者および，寛容条件に
おいて平均値が評定の中央値よりも⾼かった参加者 3
名を除外した．これらの参加者を除外しない場合でも，
寛容条件の参加者と⽐較して，厳格条件の参加者の⽅
が，「テッキ」の規範が厳格であると報告していた 
(t(52.73) = 17.72, p < .001)．また，これらは，各条件に
おいて平均より 3SD逸脱した値でもあった． 

拡散連合課題では，互いに意味や⽤途の異なる単語
を 10個回答することが求められた[8]．回答する単語は，
⼀単語であること，名詞であること，固有名詞でないこ
と，特別な語彙でないこと，周囲の⾒渡すのではなく⾃
分⾃⾝で考えることが求められた．この課題では，決め
られた数だけ回答を⾏うため，従来の課題に⾒られる
流暢性バイアスの影響を受けず，単純に数多くの回答
を⾏うことではなく，思いついた単語を評価して⼀般
的な連合を抑制することが求められる．また，word2vec
を⽤いて各単語ペアの類似度を算出し，その平均値を
指標とすることで，従来の課題と異なり評定者の影響
を受けずに，定量的に拡散的思考を測定することがで
きる．単語ペアの類似度は 0から 1 までの値をとり，0
の時に最も類似度が低く，1 の時に最も類似度が⾼いこ
とを⽰した．単語ペアの類似度の⼀例を図1に⽰した．
コーパスにはWikipedia Entity Vectorsを⽤いた[11]．ま
た，先⾏研究に従い[8]，分析の対象とする回答は，拡
散的思考の指標として最も妥当とされる，7番⽬までに
回答された単語の計 21 単語ペアとした．コーパスに登
録されていない単語や教⽰に反する単語を回答した 6
名の参加者を分析から除外した． 

 
図1. 単語間の類似度の一例 

注意チェックとして，「テッキ」で暮らすことを想像
した時に具体的に想像した程度と課題と関係のないこ
とを考えていた程度が6件法で測定された．それぞれ，
“全くしなかった”と“しなかった”，“とても強く考えて
いた”と“考えていた”と回答した 5 名の参加者を分析か
ら除外した． 

3. 結果 

参加者の年齢や性別，⾏動賦活系の駆動，報酬反応
性，⾏動抑制系に条件間差は⾒られなかった(p > .13)．
⼀⽅で，寛容条件の参加者の⽅が，厳格条件の参加者よ
りも，刺激探求が⾼かった(t(50.31) = 2.50, p = .02)． 

拡散連合課題における単語ペアの平均類似度を従属
変数，規範導⼊の条件を⽰すダミー変数(厳格条件 = 1, 
寛容条件 = -1)と刺激探求の個⼈差を予測変数に重回
帰分析を⾏った．その結果，規範のプライミング条件の
効果は統計的に⾮有意であり(β = -.15, p = .30, 95%CI 
[-.44, .13])，仮説を⽀持しなかった(図 2参照)．また，
刺激探求の効果も⾮有意であった(β = -.13, p = .38, 
95%CI [-.42, .16])． 

 
図2．各条件における単語ペアの平均類似度 

 

また，規範の厳格さと拡散連合課題得点との関連を
刺激探求の個⼈差が調整するのかどうかを検討するた
めに，規範導⼊の条件を⽰すダミー変数と刺激探求と
の交互作⽤項を加えて重回帰分析を⾏なった．その結
果，交互作⽤項は統計的に有意であった(β = .32, p 
= .03, 95%CI [.03, .61])．単純傾斜分析を⾏なったとこ
ろ，刺激探求の低い個⼈では，厳格な規範のプライミン
グが単語ペアの類似度を低下させるのに対して(β = 
-.46, p = .02)，刺激探求の⾼い個⼈では，規範導⼊の効
果が⾒られなかった(β = .18, p = .38)．また，厳格条
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件では，刺激探求と単語ペアの類似度が関連しなかっ
たのに対して(β = .25, p = .26)，寛容条件では，刺激
探求の⾼い個⼈ほど単語ペアの類似度が低く(β = 
-.39, p = .04)，より拡散的連想をしていたと考えられる 
(図 3を参照)．これらの結果は，年齢，性別や⾏動抑制
系等の個⼈差変数を予測変数に投⼊した場合の結果と
も同様であった． 

 

図3．刺激探求による規範の厳格さの効果の調整効果 

4. 考察 

規範の厳格さが拡散的思考に及ぼす影響および⾏動
賦活系の刺激探求の個⼈差の調整効果を検討した結果，
厳格の規範の導⼊は，刺激探求の低い個⼈においての
み，より意味的に離れた単語の連想を促すことが⽰さ
れた．また，寛容な規範条件では，刺激探求の⾼い個⼈
ほど，意味的に離れた単語を連想していたが，厳格条件
ではこの刺激探求と拡散的連想の関連は⾒られなかっ
た． 
従来の研究では，厳格な規範が拡散的思考を阻害す

るが示唆されてきたのに対して[3]，本研究の結果は，

あるパーソナリティの個人においては厳格な規範が拡

散的思考を促進させうることを新たに示す．これまで

の研究で用いられてきた代替用途課題がアイディアの

生成に焦点を当ててきたのに対して，本研究で用いた

拡散連合課題では単純に数多くのアイディアの生成を

求められるのではなく，一般的な連合を抑制して決め

られた数のアイディアを回答することが求められる[8]．
本研究の結果は，とりわけ意味的に遠隔な連合を連想
することが困難な刺激探求の低い個⼈において[6]，厳
格な規範が，遠隔でない連合の連想およびその回答を
抑制することで，拡散的連想を促進する可能性を⽰唆
する点で興味深い． 

これらの規範の厳格さ/寛容さと⾏動賦活系の刺激
探求の交互作⽤効果は創造性の⼆重過程理論とも符合
する[5, 12]．すなわち寛容な規範の導⼊は認知的柔軟性
を促し拡散的思考を促進させるのに対して，厳格な規
範の導⼊は⼀般的アイディアの抑制し粘り強く課題に
取り組むことを促し課題パフォーマンスを向上させた
のかもしれない．本研究により，認知的柔軟性と粘り強
さが創造性に重要な役割を担うことを社会的規範の観
点から新たに⽰唆する知⾒が得られた． 
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